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研究成果の概要（和文）：タイ南部沿岸域において面積の異なる海草藻場を造成し、生息する魚

類群集の構造を調べたところ、中/大型の造成海草藻場では様々な種が造成後まもなく出現する

ようになることなどがわかった。すなわち、造成海草藻場は天然海草藻場と同様の機能を果た

すようになる可能性があること、実際にそうなるまでにはかなり時間がかかるものの、面積が

大きいとより短期間でそのような機能が備わる可能性があることなどが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：Fish assemblages structures in seagrass habitats with different 
size, which were constructed in a coastal area in southern Thailand, were examined. Some 
differences in assemblage structures among the habitats were recognized, suggesting that, 
a constructed seagrass habitat may probably become to have functions same as a natural 
one has, and the larger the habitat is, the shorter the time needed for reaching such 
goal is. 
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１．研究開始当初の背景 

沿岸浅海域の砂泥地でしばしばみられる
海草藻場には多様な魚類が生息し、また水産
上重要種も含む様々な種がこのハビタット
を稚魚期の成育場として利用している。した
がって、沿岸生態系の生物多様性を高く保ち、
また持続的に漁業を行っていくためには海
草藻場の保全が必要不可欠である。ただタイ
南部では攪乱などにより保全の対象とすべ
き天然の海草藻場がすでに消失してしまっ

ていることも多い。そのような場合には海草
藻場造成が次善の策の一つである。 
造成海草藻場が環境修復・水産資源回復に

有効に機能するようにするためには、目的
（例えば、種多様性の向上、ある種の資源量
回復）に合わせてそのデザインを設計する必
要があるが、具体的にどのようなデザインに
すべきか、まだほとんどわかっていない。さ
らに、実際に有効に機能する海草藻場の造成
デザインを明らかにするためには、野外で検
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証する必要があるが、そのような野外実験は
ほとんど行われていない。実際に海草藻場を
造成する野外実験によって造成海草藻場の
構造が魚類や無脊椎動物にどのような影響
を与えるのかを詳細に調べていくことが、環
境修復・水産資源回復に真に貢献できる海草
藻場造成デザインを明らかにしていく上で
必要不可欠である。 
 
２．研究の目的 

本研究ではタイ南部沿岸域において様々
な構造を持った海草藻場を造成して野外実
験を行い、有効に環境修復や水産資源回復に
寄与できる海草藻場の造成デザインを明ら
かにすることを目的とした。すなわち本研究
期間においては特にハビタットのサイズに
注目し、面積の異なる海草藻場を造成して造
成海草藻場・天然海草藻場間で群集構造を比
較することにより、ハビタットの面積が海草
藻場魚類の種多様性や個体密度等に与える
影響を明らかにすることにした。 
 
３．研究の方法 

本研究はタイ国トラン県シカオの沿岸域
において行った。 

まず造成海草藻場魚類群集について基礎
的な知見を得るために、2011 年 2 月に調査地
の砂泥地に 1×1 m の方形区を 5つ設定し、
実験室内で栽培した Enhalus acoroides の苗
を植えつけて海草藻場を造成した。造成時か
ら 2012 年 12 月まで毎月 1回、目視観察によ
って出現各魚種の個体数等を記録し、種数や
個体数などがどのように変遷するのか調べ
た。また調査地内に散在する天然の E. 
acoroides の海草藻場（約 1m2）および周囲の
砂泥地においても同様の観察を行い、得られ
た結果を造成海草藻場との間で比較した。 
 

次に、ハビタットの面積が生息する魚類群
集の構造に及ぼす影響を明らかにするため
に、2012 年 1 月に調査地の砂泥地に 1×1 m、
3×3 m、5×5 m の方形区をそれぞれ 3つ設定
し、Enhalus acoroides の苗を植えつけて海
草藻場を造成した（以降、小、中、大型造成
藻場）。造成時から2013年3月まで毎月1回、
目視観察によって出現各魚種の個体数等を
記録した。また調査地内に散在する天然の E. 
acoroides が構成する面積約 1m2の小型海草
藻場、面積約 6～26 m2の大型海草藻場および
砂泥地においても同様の観察を行い、群集構
造を比較した。 
 
４．研究成果 

基礎的な知見を得るために 2011 年 2 月に
造成した 1×1 m の海草藻場において、2012
年 12 月までに 24種の小型魚類が記録された。
このうち 14 種はほぼ同面積の天然海草藻場

に も 出 現 し て お り 、 そ れ ら の 中 に は
Halichoeres bicolor など海草藻場を特徴付
けるものや Lethrinus lentjan など地元漁業
の対象種の稚魚も含まれていた。 
 造成海草藻場における平均総魚種数や平
均総個体密度には、造成後ほぼ 2年近く経過
した時点でも、天然の海草藻場と比べるとや
や少ない傾向がみられた（図 1）。ただし、 

出現各種の個体密度をもとに計算した実験
区間の類似度を用いて行ったクラスター分
析において、類似度 40 を基準にした場合、
2012年9～12月における造成海草藻場の魚類
群集は天然海草藻場の魚類群集と同じグル
ープに属していた（図 2）。 

 
2012 年 1 月に造成した 1×1 m、3×3 m、5×5 

m の造成海草藻場において、実験期間を通じ
て 38 種の魚類が出現した（表 1）。このうち
25 種が天然海草藻場にも出現しており（天然
海草藻場出現魚種の57％に相当。表1附図）、
その中には H. bicolor など海草藻場を特徴
付けるものや L. lentjan など地元漁業の対
象種の稚魚も含まれていた。また、出現個体
の多くが各種の稚魚などの体の小さな魚類
であった。天然海草藻場と比べると種数は



 

 

1×1m 造成海草藻場ではかなり少なかったが、
3×3m、5×5m 造成海草藻場ではあまり遜色な
かった。 

 
 各実験区におけるのべの総種数と平均総
個体密度の経時変化を図 3に示した。3×3m、
5×5m 造成海草藻場では造成直後から相対的
に多くの種が出現した。一方、1×1m 造成海
草藻場ではかなり時間が経過したのちに種
数が増加する傾向がみられた。造成海草藻場
における平均総個体密度は造成後かなり時
間が経過した段階で増加するようになった
が、天然海草藻場と比べると低かった。 

 
出現各種の個体密度をもとに計算した実

験区間の類似度を用いてクラスター分析を

行ったところ、類似度 50を基準にした場合、
各季節における各実験区の魚類群集は 7グル
ープに分かれていた（図 4）。天然海草藻場の

魚類群集と同一グループに属していたのは
2012 年 9–12 月および 2013 年 1–3 月の 3×3m
と 5×5m の造成海草藻場、および 2013 年 1–3
月の 1×1m の造成海草藻場であった。2012 年
1 月の造成時から同年 8 月までは、造成海草
藻場の魚類群集は天然海草藻場の群集とは
異なるグループに分かれていた。砂泥地の魚
類群集と造成海草藻場あるいは天然海草藻
場の魚類群集が同一グループに属すること
はなかった。 
 
 以上の結果から、造成海草藻場は天然海草
藻場と同様の機能を果たすようになる可能
性があること、ただし実際に同様の機能を果
たすようになるまでにはかなり時間がかか
ること、面積が大きいほどより短期間でその
ような機能が備わる可能性があることなど
が示唆された。 
 今後は、ハビタットの等質性や他のハビタ
ットからの距離等、他の要素が海草藻場の動
物群集に与える影響についても明らかにし
ていく必要がある。 
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